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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

光信号を電気信号に変換することなく、時系列の光信号を偏光双安定面発光半導体レーザ（

Vertical-Cavity Surface-Emitting Laser: VCSEL）アレイの各レーザに１ビットずつ記録し、必要
なタイミングにあわせ時系列信号として記録信号を読み出す機能をもつ、全光型バッファメモリを実

現することを目的に研究を行った。実用化に向け大きな課題である多ビット光メモリの実現をめざし

、メモリ動作特性の均一化の手法およびモジュール化の実現に重点を置いて研究を進めている。又、

高速化についても検討している。平成22年度は偏光双安定VCSELの低消費電力化と光バッファメモ
リの多ビット化に向けたプロトタイプモジュールを検討した。 

980 nm帯偏光双安定VCSELに初めて酸化狭窄構造を導入し、従来より１桁低いmAオーダーのバ
イアス電流で偏光双安定動作を実現した。p-DBRは5.5×6.0 µmの矩形で、光出射側となるn-DBRお
よび活性層は50 µm角の正方形のメサ構造であり、ポリイミドで埋め込まれている。InGaAs/GaAs
多重量子井戸活性層の上部に位置する高Al組成層を酸化し、約3 µm角の電流アパーチャを形成した
。しきい値電流は0.22 mAであり、光双安定性は0.71～1.64 mAで得られた。発振偏光は矩形メサの
辺の向きに沿っており、偏波消光比20 dB以上の直線偏光であること、単一縦モード・単一横モード
発振であることがわかった。又、極めて小さな光入力でフリップ・フロップ動作が得られた。 
偏光双安定VCSELと光ファイバをマイクロレンズで結合し、ピグテール型モジュールを作製した

。双安定領域にバイアス電流を設定し、ピグテールファイバに光サーキュレータを接続して、外部か

ら偏光が直交する光を交互に入力し、全光フリップ・フロップ動作を実現した。 
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